
令和２年度 保護者アンケート結果から 

 ☆ 別紙 「保護者アンケート集計結果」をご参照ください。 

回収率８９・７％でした。お忙しい中。たくさんの保護者のみなさんにご回答いただきました。ありが

とうございました。いただいた思いやご意見を今後の教育活動に生かしていきます。 

  

Ⅰ 学校について 

 

○ 今年度も，教職員に対する感謝のお言葉をいただきました。今後も，相談しやすい雰囲気づくりを 

 心がけ，信頼関係を築いていきたいと考えております。アンケートに限らず，様々な場面で，ご意 

見をお聞かせください。 

 

○ 今年度も，わかりやすい授業づくり，思いやりの心の育成，環境整備等について，高い評価をい

ただきました。ＩＣＴ（大型テレビ等）の活用も工夫しながら，子どもたちにとって，わかる，

できる授業づくり，安心して過ごせる環境づくりを進めていきます。 

 

〇 今年度は，コロナウイルス感染症対策により三密を避けた活動が原則となったことから，これま

で同様の行事の取り組みや，縦割り学習などの取り組みを十分に行うことができませんでした。

しかしながら，キャリア教育の視点からも，異学年による交流は大きな効果が見られることか

ら，ICT の活用等による新たな取り組みを検討するなど，更なる充実を図っていきます。 

 

〇 IT リテラシーや障害者への理解促進など，今日的な教育課題に対して，今後，帯広市においても

導入される「GIGA スクール構想」や，今年度，新たに取り組みが始まった「おびひろ市民学」の

取り組みと合わせて，本校においても，外部講師を活用した授業の実施などに積極的に取り組ん

でいきます。 

 

〇 今年度は，日課表を変更したことにより，「はばたきタイム」がなくなりました。これまで，

「はばたきタイム」で行ってきた，プリントやドリルなどによる反復学習や，読書への取り組み

については，それぞれの教科の取り組みや家庭学習において，更なる充実を図っていきます。 

 

○ 家庭との連携及び情報提供について，ご意見をいただきました。今後は，ホームページや子ども

安全メール，学校だより，学年通信等の充実を図りながら，更に小まめな学校からの情報発信を

心がけていきます。 

 

〇 いじめに対する取り組みについては，今後も，授業中や休み時間等の「つく指導」の徹底を図り

ながら，児童の様子の把握に努め，全職員で共通理解を図りながら，複数の目でいじめにつなが

る小さなサインについても見逃さないよう，取り組みの徹底を図ります。 

 

○ 施設・設備，子どもの健康安全については，今年度は，保健室にクーラーが設置されたことによ

り，特に，夏場の暑さによる体調不良を起こした児童への対応に活用していきます。  

 

Ⅱ 家庭について 

 

○ あいさつの指導ありがとうございます。「自ら進んで元気にする」ことを学校でも指導しています。

ご家庭でも継続してお話し願います。 

 

○ 「早寝・早起き・朝ご飯」の習慣化は学校での望ましい学習や生活習慣の定着にもつながります。

特に，朝ご飯を食べることにつきましては，一日の集中力を高める上でも，とても大切ですので，

よろしくお願いします。個人差はありますが，睡眠時間の目安としては高学年で８～９時間（午後

１０時就寝），低学年で９～１０時間（午後９時就寝）と言われています。 



○ 図書ボランティアの皆さんのご協力もあり，学校図書館の整備や市図書館と連携を図り，今年度も，

子どもたちが本に親しむ環境はとてもよいと感じています。ただ，読む子どもと読まない子どもの

二極化が顕著です。学校でも，朝読書・読書週間の設定など読書習慣の定着に取り組んでいきます。

ご家庭でも，テレビやインターネットを見る時間を少し，読書の時間にまわすよう子どもたちへの

声かけをお願いいたします。 

 

○ 家庭学習の習慣は「身に付いている」という回答が約７２%となっています。昨年度より少しへり

ました。今後も自主的な学習の大切さを伝え，前向きに取り組めるよう呼び掛けていきますので，

ご協力をお願いします。 

 

○ テレビ視聴・ゲームの時間は昨年度とほぼ同じで２時間以上の子どもが多くいます。また，インタ

ーネット（ユーチューブやオンラインゲーム等）については，「毎日する（５２％）」「２時間以

上（３０％）」です。３人に１人程度の割合で，放課後の多くの時間を費やしている実態がありま

す。学校でもＳＮＳの使い方や放課後の時間の使い方など，指導を重ねていきますが，ご家庭でも

生活リズムについて話題にしていただき，よりよい生活習慣が身に付くようお願いします。 

 

○ 専用の携帯電話（スマホ）については，ご家庭でも，継続的に正しい使い方や危険性について，子

どもたちに話していただき，どんな利用をしているのかなど確認・管理をお願いいたします。 

 

○ いじめについてご家庭で話す機会をもっていただいています。学校では，全校朝会や学校便りなど

で，「いじめは絶対許さない」姿勢を明確にしています。また，学校生活アンケート，児童会によ

る自主的ないじめ防止の取組などを行いながら，いじめの防止，早期発見・解決に向け指導してい

ます。不審者や金銭についても，話題にしていただいているご家庭も多くあります。今後も，子ど

もたちの安全確保と健全育成のため，学校・家庭・地域の連携を図りながら取り組んでいきたいと

考えていますので，よろしくお願いいたします。 


